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多
彩
な
空
画
で
盛
り
上
が
る

二
〇
〇
六
年
六
月

一
〇
日

（土
）
、

Ｊ
Ｒ
四
谷
駅
前
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
五

階
会
議
室
に
お
い
て
、
第
八
回
総

会

・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
総
会
参

加
者
三
八
名
、
懇
親
会
参
加
者
は
四

四
名
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
に
は
、
自
門
二
八
会
幹
事

長
青
木
正
夫
大
先
輩
、
自
門
三
八
会

副
部
長
川
国
大
介
大
先
輩
の
ご
出
席

を
仰
ぎ
、
新
役
員
の
紹
介

（顧
間
、

副
会
長
、
幹
事
長
、
監
事
な
ど
）
、
新

規
加
入
者
の
紹
介

・
挨
拶
、
遠
方
か

ら
の
参
加
者
の
挨
拶
、
各
同
好
会
活

動
の
紹
介
、
抽
選
会
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
の
中
、
あ
っ
と
い
う
間
に

二
時
間
が
経
過
し
た
。

多
く
の
参
加
者

（三
二
名
）
は
引

き
続
き
開
催
し
た
二
次
会
に
参
加
し
、

さ
ら
に
二
時
間
、
な
つ
か
し
の
青
春

ポ
ツ
プ
ス
あ
り
、
演
歌
あ
り
、
軍
歌

あ
り
の
、
カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に
意
気

が
上
が
っ
た
。

総
会
は
午
後
五
時
三
〇
分
に
始
ま

り
、
司
会
に
小
田
幹
事

（経
済
学
部
）

を
選
任
し
、
堀
井
会
長

（理
工
学
部
）

の
挨
拶
、
議
長
、
議
事
録
署
名
人
の

選
任
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
三
森
幹

事

（理
工
学
部
）
が
、
議
事
録
署
名

人
に
は
、
小
野
塚
幹
事

（理
工
学
部
）
、

佐
藤
豊
幹
事

（経
済
学
部
）
が
選
任

さ
れ
た
。

１
　
議
題

０
二
〇
〇
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
に
つ
い
て

①
二
〇
〇
五
年
度
事
業
報
告
は
、
石

坂
幹
事
長
か
ら
、
「自
門
四
八
会

支
部
活
動
報
告
」
に
よ
り
説
明
が

な
さ
れ
た
。

②
二
〇
〇
五
年
度
決
算
報
告
は
、
堀

井
会
長
か
ら
湯
川
会
計
部
会
長
欠

席
に
つ
き
、
国
領
幹
事
か
ら
説
明

す
る
こ
と
の
了
解
を
得
て
、
平
成

一
六
年
度

「白
門
四
八
会
」
決
算

報
告
書
に
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

③
監
査
報
告
は
、
弘
中
会
計
監
査
か

ら
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨

の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

特
に
意
見
が
な
く
承
認
さ
れ
た
。

唸
二
〇
〇
六
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

石
坂
幹
事
長
か
ら
、
①
会
員
と
の

交
流
強
化
と
新
規
会
員
の
勧
誘
、
②

母
校

一
二
五
周
年
記
念
事
業
へ
の
協

力
な
ど
を
重
点
事
項
と
し
て
以
下
の

事
業
を
実
施
す
る
と
、
説
明
が
な
さ

れ
た
。

①
地
方
支
部
会
と
の
交
流
強
化
と
し

て
、
関
西
支
部
会
と
の
定
期
交
流

と
、
新
た
に
立
ち
上
げ
た
東
北
支

部
会
と
の
交
流
を

一
〇
月
に
宮
城

県
松
島
に
て
行
う
。

②

一
〇
月
二
二
日

（日
）
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
で
全
卒
業
生
を
対
象
に
行

わ
れ
る
第

一
七
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
、
会
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
、
新
た
な
仲
間
を
増
や
す
。

③

一
二
五
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力

の
た
め
の

一
口
五
千
円
の
募
金
の

依
頼
を
会
員
に
行
う
。

⑬
二
〇
〇
六
年
度
予
算

（案
）
に
つ

い
て
国
領
幹
事
か
ら
、
平
成

一
八
年
度

「自
門
四
八
会
」
予
算

（案
）
に
よ
り

説
明
が
な
さ
れ
た
。

①
収
入
の
部
で
は
、
会
費
収
入
は
平

成

一
七
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て

計
上
し
た
。
ま
た
、　
〓

一五
周
年

活
動
経
費
は
、
自
門
四
八
会
扱
い

の
寄
付
金
の
昨
年
度
増
加
分
五
％

を
計
上
し
た
。

②
支
出
の
部
で
は
、
例
年
と
大
き
な

変
更
は
な
い
が
、
予
備
費
は
、
新

規
会
員
の
募
集
の
た
め
の
通
信
費

な
ど
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
執
行
を

考
え
て
い
く
。

懇親会での記念撮影



③
繰
越
支
払
資
金
が
三
〇
万
円
弱
減

る
が
、
支
払
予
算
の
節
約
を
で
き

る
だ
け
図
り
、
無
駄
な
費
用
の
支

出
は
な
く
し
、
支
払
資
金
の
食
い

つ
ぶ
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

ω
Ｏ
と
も
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

④
会
則
改
正
に
つ
い
て

∩
顧
間
」
を

置
く
）

石
坂
幹
事
長
か
ら
、
改
正
趣
旨
説

明
と
会
長
経
験
者
の
年
次
支
部
協
議

会
で
の
経
験
を
生
か
し
た
役
員
業
務

執
行
を
期
待
し
た
い
と
の
提
案
説
明

が
あ
り
、
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

⑤
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
特
に
立
候
補
者
が
な
く
、

会
長
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

③
母
校
の

一
二
五
周
年
記
念
事
業
へ

の
協
力
に
つ
い
て

堀
井
会
長
か
ら
、
大
学
の
近
況
報

告
が
あ
り
、
①
中
央

一
貫
教
育
、
②

都
心
展
開
、
③
多
摩

一
二
五
記
念
館

の
建
設
な
ど
の
た
め
、
再
度
の
お
願

い
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

①
自
門
四
八
会
の
目
標
額
は

一
千
万

円
で
あ
る
が
、
現
在
約
七
〇
〇
万

円
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

②
目
標
額
達
成
に
向
け
て
、　
一
人

一

口
五
、○
○
○
円
で
、
自
門
四
八

会
が
取
り
ま
と
め
、
創
立

一
二
五

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

務
局
に
寄
付
す
る
方
式
で
募
金
を

募
る
。

③
当
会
の

一
二
五
周
年
記
念
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
は
大
学
の

方
針
に
あ
わ
せ
募
金
委
員
会
に
改

組
し
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
移

行
し
、
募
金
の
推
進
に
当
た
る
。

皆
様
お
元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

白
門
四
八
会
も
、
平
成

一
一
年
六

月
に
結
成
さ
れ
、
丸
七
年
が
経
過
し
、

い
よ
い
よ
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ま

す
ま
す
発
展
し
て
お
り
、
こ
の
間
の

ご
努
力

・
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

一
年
間
で
会
員
は
約
九
〇
名

増
加
し
、
ま
た
、
東
北
支
部
の
準
備

会
も
開
催
さ
れ
、
関
西
支
部
に
つ
づ

き
東
北
支
部
の
設
立
が
決
定
さ
れ
、

白
門
四
八
会
は
全
国
規
模
の
会
に
変

身
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
会
は
中
央
大
学
卒
業
同
期
生
の

会
と
し
て
、
各
種
親
睦
活
動
を
活
発

に
行
っ
て
お
り
、
同
好
会
活
動
も
ま

す
ま
す
充
実
し
て
き
て
お
り

一
五
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
昨
年

。
今
年
度
は

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
、
温
泉
同
好
会
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
当
会
は
学
員
会
の
支
部
で

も
あ
り
（
中
央
大
学
の
発
展
の
た
め

の
活
動
に
も
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、　
〓

一五
周
年
記
念
事
業
募

金
活
動
に
お
い
て
も
幅
広
い
ご
協
力

を
頂
き
、
総
額
約
七
〇
〇
万
円
と
、

か
な
り
の
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
運
営
の
柱
で
あ

る
、
理
事
長
に
は
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
鈴
木
敏
文
会
長

が
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
総
長

・
学
長

に
は
永
井
教
授
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

中央大学学員会自門48会 役員 (第五期)一 覧
(2006年 6月 10日 現在)

会  長  堀井 勉 (理工学部)2007年 3月 31日 まで

顧  間  安藤正敏 (法学部)新

森 雅明 (経済学部)新

副 会 長  小田島和幸 (法学部)2007年 3月 31日 まで

(渉外担当 。会長代行、東北支部立ち上げ担当)

新倉利明 (経済学部)2007年 3月 31日 まで

(財政強化、関西支部活性化担当)

赤羽進一郎 (商学部)新

(125周年記念募金担当)

長谷川孝雄 (理工学部)新

(会員増強担当)

吉澤史子 (文学部)新

(同好会活動担当、関西支部活性化担当)

幹 事 長  横田利久 (商学部)新

副幹事長  佐藤愛子 (文学部)事 業部会担当 2007年 3月 31日 まで

湯川 修 (商学部)会 計部会担当 2007年 3月 31日 まで

島崎 修 (理工学部)広 報部会担当 2007年 3月 31日 まで

地方支部  黒羽一記 (文学部)関 西支部部会長 2007年 3月 31日 まで

三澤壮義 (商学部)東 北支部部会長 新

会計監査  榎本真一 (文学部)新

国領義男 (経済学部)新

幹  事  (60人 以内)以 下の54人

(法学部11人)

石坂隆、植野 (河原)妙 実子、金子健治、菊田和行、小松田貞利、工藤容、菅

原進、利根川永司、成田清治、新井田研一、宮本博志

(経済学部 11人 )

石川武信 (関西)、江村 (生田)悦 子、柏山徹郎 (東北)、狩俣健 (関西)、坂本

賢一、佐藤豊、佐山洋一、滝田健司、橋本 博、矢澤米夫、矢部恵己

(商学部13人 )

井沢和夫、岩下敏英、江川修司、大友 (松田)有 介 (関西)、小田真一、川島直

人、木村修一郎、小林秀男、紺野哲雄、杉本 (稲葉)光 子、鈴木治男、平墳裕

子、水野勝敏

(理工学部 5人 )

小野塚喜代一、川瀬俊吉、福岡悟、細谷教雄、三森孝悦、

(文学部14人)

飯塚 (小林)恭 子、石田雅美、川名 (松澤)ま ゆみ、小林秀男、小林裕、清水

洋子、手代木俊一、中島 (猪瀬)澄 子、中島信子、弘中 (下島)真 知子、藤野

(鈴木)美 知子、矢島昇、吉田泰介、若狭秀巳

※任期 2006年 6月 10日～2008年 3月 31日

堀丼 勉
(理工学部卒)



学
員
会
長
は
引
き
続
き
中
山
正
輝
前

衆
議
院
議
員
が
当
た
っ
て
お
り
、
わ

が
母
校
中
央
大
学
の
地
位
向
上
に
が

ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

財
界
総
理
と
い
わ
れ
る
日
本
経
団
連

会
長
に
御
手
洗
キ
ャ
ノ
ン
会
長
が
就

任
す
る
な
ど
、
中
央
大
学
出
身
者
の

活
躍
が
目
立
っ
て
参
り
ま
し
た
。

我
々
卒
業
生
と
し
て
は
、　
一
生
つ

い
て
回
る
最
終
学
歴
で
す
の
で
、
大

学
の
発
展
に
協
力
し
、
若
い
人
た
ち

の

「あ
こ
が
れ
の
大
学
」
に
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
顔
を
持
つ
大
学
と
な
り
、

当
会
も
活
発
な
活
動
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
友
人
の
輪
を
広
げ
、
会
員

の
皆
様
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
当
会
を
い
ま
以
上
に
活
性
化
す

る
こ
と
が
、
母
校

。
中
央
大
学

の

益
々
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
よ
り

一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
八
時
三
〇
分
か
ら
、
会
場
を
芙

蓉
の
間
に
移
し
、
金
子
幹
事

（法
学

部
）
、
吉
澤
副
会
長

（文
学
部
）
の
司

会
の
も
と
、
懇
親
会
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、　
一
〇
年
支
部
会
か

ら
自
門
二
八
会
、
自
門
三
八
会
か
ら

幹
事
長
、
役
員
の
方
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
二
八
会
幹
事
長
青
木
正
夫

大
先
輩
か
ら
は
、
ま
じ
め
な
中
に
も

我
々
を
話
に
巻
き
込
む
軽
妙
洒
脱
な

話
が
あ
り
、
ま
た
、
二
〇
〇
三
白
門

会
か
ら
は
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
た
。

堀
井
会
長
か
ら
、
新
役
員
の
紹
介

が
あ
り
、
顧
間
、
副
会
長
、
幹
事
長
、

監
事
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

一
般
会
員
の
自
己
紹
介
も
な
さ
れ
、

新
規
会
員
、
遠
隔
地
会
員
か
ら
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

同
好
会
の
紹
介
で
は
、
三
森
幹
事

（理
工
学
部
）
か
ら
は
温
泉
同
好
会

第

一
回
の
集
ま
り
を
、
ハ
イ
キ
ン
グ

同
好
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
行
う
と
の

紹
介
、
ま
た
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
か
ら

八
月
に
予
定
を
立
て
た
い
と
の
復
活

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

懇
親
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

抽
選
会
は
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ

一
品

ず
つ
持
ち
寄

っ
た
品
物
を
賞
品
に
、

中
島
幹
事

（商
学
部
）
が
抽
選
番
号

を
抽
選
箱
か
ら
引
き
、
当
た
っ
た
品

物
を
そ
の
場
で
確
認
さ
れ
る
会
員
も

あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
、
国
領
幹
事

（経
済
学
部
）

の
リ
ー
ド
の
も
と
輪
を
組
ん
で
校

歌

。
応
援
歌
を
合
唱
し
、
島
崎
副
会

長

（理
工
学
部
）
か
ら
閉
会
の
挨
拶

と
三
本
締
め
が
あ
り
、
秋
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
し
、

散
会
し
た
。

二
〇
〇

五
年

一
〇

月

二
三
日

（日
）
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

第

一
六
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が

開
催
さ
れ
、
自
門
四
八
会
は
、
次
の

行
動
計
画
に
、
会
と
し
て
参
加
し
た
。

①
行
動
計
画

①
集
合
　
午
前

一
〇
時
図
書
館
棟
入

口
前
石
坂
幹
事
長
が
、
午
前
九
時
前
後

に
テ
ー
ブ
ル
ニ
卓
を
確
保
し
た

（白

門
四
八
会
、
質
実
剛
健
、
真

・
善

。

美
の
職
を
立
て
る
）
。

②
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
加
は
各
自
自
由

と
し
た
。

な
お
、
「留
学
生
と
の
集
い
」
に
は
、

堀
井
会
長
、
国
際
交
流
同
好
会

（小

林

（裕
）
、
森
、
島
崎

（修
と

が
参

加
し
た
。

（主
な
イ
ベ
ン
ト
概
要
）

。
開
会
式
　
一
〇

¨
三
〇
～

。
中
央
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
る

一
二

一
四
五
～

一
四

¨
○
○

・
寄
席
の
世
界
を
楽
し
む

一
二

¨
一
五
～

一
三

一
一
五
、

一
四

一
〇
〇
～

一
五

一
〇
〇

・
演
奏
会
一
二

¨
〇
五
～

一
五

¨
○
○

・
福
引
抽
選
会
―
福
引
券
付
き
グ
ッ

ズ
販
売
一
〇

¨
○
○
～

一
五

¨
○
○

。
特
別
賞
抽
選
会

一
五

¨
二
〇
～

。
模
擬
店

。
物
産
展

一
〇

¨
三
〇
～

一
六

¨
○
○

③
飲
食
物
　
食
べ
物
は
弁
当
を
頼
ま

ず
、
各
自
負
担
で
手
当
し
た
。

④
な
お
、
抽
選
会
終
了
後
、
高
幡
不

動
駅
や
る
き
茶
屋
高
幡
不
動
店
で

二
次
会

会
本
費
三
、○
○
○
円
）
を

開
催
し
た
。
（日
野
市
高
幡

一
二

〇
―

一　

∽
〓
国
Ｚ
　
ビ
ル

一
階

一の一
〇
卜
Ｎ
‐Ｏ
Ｏ
ω
‐ω
Ｏ
ｍ
ド）

⑤
参
加
者
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

二
八
名

懇
親
会
　
一
一五
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加
者
の

中
に
は
、
新
規
加
入
者
の
方
が
お
り
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ヘ
の
会
と
し

て
の
参
加
の
意
義
は
十
分
に
あ
っ
た

と
総
括
し
て
い
る
。

年

一
回
、
本
部
と
の
合
同
幹
事
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
年

（平
成

一
八
年
）
も

一
一
月
四

日

（土
）
に
、
京
都
で
合
同
幹
事
会

を
開
催
予
定
で
、
皆
様
を
満
足
い
く

よ
う
な

「お
も
て
な
し
」
を
す
べ
く
、

今
か
ら
、
ど
ん
な
お
店
が
い
い
の
か
、

ど
こ
へ
ご
案
内
し
た
ら
よ
い
の
や
ら

と
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
て
い
る
次
第

で
す
。
と
い
う
の
も
、
京
都
は
ご
存
知
の

と
お
り
、
観
光
都
市
で
あ
り
、
「お
も

て
な
し
」
の
気
持
ち
は
、
京
都
人
の

務
め

（多
少
、
オ
ー
バ
ー
か
も
？
）

と
も
い
う
べ
き
、
も
の
で
す
。
京
都

経
済
の
約
二
〇
％
は
観
光
関
連
産
業

で
占
め
て
お
り
、
最
新
の
デ
ー
タ
で

は
、
年
間
四
、
七
五
〇
万
人
も
の
観

光
客
が
入
洛
し
て
い
ま
す
。
今
、
京

都
は
、
「五
千
万
人
観
光
都
市
」
を
目

指
し
、
さ
ら
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
観

光
都
市
と
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

鱚
鱚
明

白
門
四
八
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
自
門
四
八
会
関
西
支
部
の
京
都

在
住
の
黒
羽

一
記
で
す
。

関
西
支
部
は
昨
年
、
本
格
的
に
立

ち
上
げ
、
関
西
支
部
会
員
数
は
、
ま

だ
わ
ず
か
五
名
程
度
で
す
が
、
本
部

の
方
々
の
多
大
な
る
応
援
も
あ
り
、

懇親会での一コマ (平成 17年 )



と
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
市
内
に
は
、

多
く
の
世
界
遺
産
指
定
の
神
社
仏
閣

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
今
な
お
京
都
人

の
暮
ら
し
の

一
部
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
会
員
の
皆
様
、
四
季

折
々
の
京
都
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

京
都
へ
お
越
し
の
節
は
、
自
門
四
八

会
関
西
支
部

（Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒

歩
八
分
）
を
、
休
憩
、
情
報
案
内
、

な
ど
で
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

白
門
四
八
会
関
西
支
部

所
在
地

¨
京
都
市
下
京
区
西
洞
院
通

り
七
条
上
る
福
本
町
四
二
五

（黒
羽

Ｐ
Ｒ
事
務
所
内
）

一嘔
　
壬
呻
¨
Ｏ
Ｎ
Ｏ
‐ω
Ｑ
ω
‐Ｏ
Ｎ
Ｎ
ド

フ
ァ
ッ
ク
ス

¨
ｏ
Ｎ
望
ω
Ｏ
Ｗ
ｏ
Ｎ
ヽ
ω

国
共
づ
”
串
¨

声
Ｃ
『〇
，
”
Ｑ
σ
串
く
の
い
Ｏ
ｏ●
・コ
①
」０

五
月
二
七
日

（土
）
白
門
四
八
会

東
北
支
部
会
準
備
会
を
、
宮
城
県
仙

台
に
お
い
て
開
催
し
、
白
門
四
八
会

東
北
支
部
会
を
結
成
す
る
こ
と
と
し
、

総
会
に
於
い
て
そ
の
結
成
が
承
認
さ

れ
、
ま
た
、
第

一
回
東
北
支
部
会
を

二

〇

〇

六

年

一

一
月

二

五

日

（土
）
上

〓
ハ
日

（日
）
に
松
島
で
開

催
す
る
こ
と
に
し
た
。

１
　
東
北
支
部
組
織
に
つ
い
て

①
東
北
地
方
在
住
の
方
の
う
ち
各
県

か
ら

一
名
ず
つ
で
、
東
北
支
部
部

会
長
お
よ
び
幹
事
団
を
結
成
す
る
。

五
月
二
七
日

（土
）
に
選
任
さ
れ

た
方
々
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

部
会
長
　
一二
澤
壮
義

（宮
城
県
）

幹
事
団
　
柏
山
徹
郎

（岩
手
県
）

②
幹
事
を
未
選
出
の
県
は
、
今
後
、

東
北
支
部
会
が
就
任
依
頼
を
す
る
。

２
　
東
北
支
部
活
動
に
つ
い
て

①
東
北
支
部
と
の
合
同
幹
事
会
を
、

年

一
回
開
催
す
る
。
併
せ
て
、
懇

親
企
画
を
立
案
す
る
。

②
開
催
県
は
、
二
〇
〇
六
年
度
は
宮

城
県
と
し
、
各
県
持
ち
回
り
で
東

北
支
部
会
を
開
催
す
る
。

③
東
北
支
部
会
充
実

（学
員
会
県
支

部
加
入
者
へ
の
声
か
け
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
、
同
好
会
へ
の
勧

誘
等
）
の
た
め
、
東
北
地
区
で
中

大
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー

ツ
が
開
催
さ
れ
る
機
会
を
捉
え
て

東
北
支
部
会
の
開
催
も
検
討
す
る
。

３
　
東
北
支
部
会
員
の
拡
充
に
つ
い

て①
白
門
四
八
会
会
員
で
東
北
六
県
に

お
住
ま
い
の
方
の
入
会
を
勧
誘
す

′
り

。

②
中
央
大
学
学
員
会
に
登
録
し
て
い

る
昭
和
四
八
年
卒
業
生
の
方
の
入

会
を
図
る
。

４
　
そ
の
他

①
五
月
二
七
日

（土
）
東
北
支
部
会

準
備
会
参
加
者

①
開
催
日

一
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七

日

（土
）

②
時
　
間

¨
午
後
三
時
○
○
分
～
午

後
四
時
○
○
分

③
会
　
場

¨
三
澤
経
営
セ
ン
タ
ー

・

三
澤
公
認
会
計
士
事
務
所
七
階
会

議
室

④
参
加
者

¨
東
北
組
―
三
澤
、
柏
山

東
京
組
―
堀
井
、
小
田
島
、
佐
藤

（愛
）
、
滝
田
、
若
狭
、
石
坂

０
第

一
回
東
北
支
部
会
合
同
幹
事
会

開
催
概
要

①
開
催
日

一
二
〇
〇
六
年

一
一
月
二

五
日
（土
）
上
一六
日
（日
×
決
定
）

②
開
催
場
所

一
松
島
（宿
泊
所
未
定
）

同
好
会
行
事
は
幹
事
が
中
心
に
行

う
も
の
で
は
な
く
、　
一
般
の
会
員
に

広
く
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
幹
事

長
宛
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
も
ら
え
れ
ば
行
事
の
案
内
が
配
信

さ
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
行
事
予
定
が
分
か
り
ま
す
。　
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
同
好

会
行
事
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
い
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
く
語
る
会
で

す
。　
一
年
に
二
回
程
度
、
ワ
イ
ン
試

飲
会
を
開
催
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

・

③
企
画

（案
γ

一
一五
日

（土
）
東
北

支
部

。
合
同
幹
事
会
、
松
島
宿
泊
、

二
六
日
（日
）松
島

上
裏
松
島
見
学

④
第

一
回
東
北
支
部
会
合
同
幹
事
会

の
開
催
案
内
は
、
七
月
末
の
総
会

報
告

父
本
報
第

一
一
号
Ｙ

第

一

七
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加

案
内

（
一
〇
月
二
二
日

（日
し
、

関
西
支
部
合
同
幹
事
会

。
伊
勢
駅

伝
応
援

（
一
一
月
四
日

（土
）
・
五

日

（日
と

に
同
封
し
、
希
望
者
を

募
る
。

チ
ヤ
ン
ス
を
探

っ
て
参
り
ま
す
。

連
絡
先

¨
堀
井
　
勉

，
Ｏ
いいい０
ユ
一Ｓ
甲
お
】の
ｏ
ｏ
８
８
」０

昨
年
の
総
会
の
際
に
吉
澤
さ
ん
、

川
名
さ
ん
と
立
ち
上
げ
ま
し
た

「温

泉
同
好
会
」
、
や

っ
と

一
年
た

っ
て

開
催
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

七
月

一
五

（土
）
～

王
ハ
（日
）

に
石
和
温
泉
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
会
場

「石
和
常
磐
ホ
テ

ル
」
は
四
八
会
会
員
の

「笹
本
さ
ん
」

実
兄
の
ホ
テ
ル
で
す
。

今
後
は
皆
さ
ん
の
御
希
望
に
沿
う

よ
う
な
形
で
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
ち
ょ
っ
と
温
泉
シ
ー
ズ
ン

を
外
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
年
二

回

一
〇
月
頃
の
日
帰
り
温
泉
、
二
月

頃
の
温
泉
シ
ー
ズ
ン
の
秘
湯
め
ぐ
り

一
泊
旅
行
等
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
第

一
回
目
も

「
ハ
イ
キ
ン

グ
同
好
会
」
「写
真
同
好
会
」
「カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
」
共
同
開
催
で
実
施
し

ま
す
。
今
後
も
是
非
他
の
同
好
会
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
き
た
く
思
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
吉
澤
さ
ん
、
川

名
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
、
女

性
も
参
加
し
や
す
い
企
画
も
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

「温
泉
同
好
会
」
は
今
後
益
々
年

を
増
す
ご
と
に
皆
さ
ん
の
参
加
率
が

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
居
ま
す
。

連
絡
先

¨
三
森
考
悦

一”
＾
”
６）づ
〇‐∽０
”
Ｏ①
・〇
〇
●
デ

温泉同好会 (石和常磐ホテル)



昨
年
八
月
の
佃
島
住
吉
神
社
の
例

大
祭
に
引
き
続
き
、
五
月
二
〇
日

（土
）
に
浅
草
三
社
祭
の
見
物
と
撮

影
会
を
開
催
し
た
。

坂
本

・
榎
本

・
森
の
三
名
は
祭
り

前
の
ス
ナ
ッ
プ
を
撮
ろ
う
と

一
〇
時

に
浅
草
に
集
合
し
、
見
番
の
あ
る
方

面
に
出
か
け
た
。
子
供
の
神
輿
は

あ
っ
た
が
、
き
れ
い
な
お
姐
さ
ん
を

見
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

残
念
。
一
一
時
三
〇
分
の
集
合
時
間
に
は

八
名
が
集
ま
り
、
更
に
四
六
年
卒
で

お
祭
り
の
役
員
で
も
あ
る

「大
黒

家
」
丸
山
氏
が
出
迎
え
に
駆
け
つ
け

て
下
さ
っ
た
。
夕
方
お
邪
魔
す
る
こ

と
を
約
し
て
、
浅
草
神
社
横

（浅
草

寺
裏
手
）
の
神
輿
の
出
発
地
点
に
向

か
っ
た
。
既
に
た
く
さ
ん
の
見
物
客

で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
が
、
何
と

か
神
興
が
見
え
る
場
所
に
陣
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
四
〇
数
基
の
神
興
が

所
狭
し
と
居
並
ぶ
様
は
圧
巻
で
あ
っ

た
。　
〓

一時
三
〇
分
に
合
図
と
と
も

に
順
次
神
輿
が
繰
り
出
し
、
目
の
前

を
神
輿
が
通
過
す
る
様
に
は
圧
倒
さ

れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
整
然
と
進

ん
で
い
く
神
興
が
あ
れ
ば
、
彫
物
を

身
に
纏

っ
た
お
兄
さ
ん
が
暴
れ
ま

く
っ
て
い
る
神
輿
あ
り
と
神
輿
毎
に

特
徴
あ
る
出
発
の
光
景
で
あ
っ
た
。

ひ
と
し
き
り
神
輿
を
見
た
後
、
昼

食
の
た
め
蕎
麦
屋
に
入
っ
た
が
、
蕎

麦
だ
け
で
は
収
ま
ら
ず
、　
一
次
の
飲

み
会
と
相
成

っ
た
。

仲
見
世
裏
手
か
ら
新
仲
見
世
方
面

へ
と
履
物
屋
、
和
装
品
屋
、
せ
ん
ベ

い
屋
等
を
ひ
や
か
し
な
が
ら
の
散
策
、

本
日
の
飲
み
会
で
飲
む
酒
を
求
め
て
、

更
に
散
策
を
続
け
た
。
急
に
空
が
暗

く
な
り
大
粒
の
雨
が
降
り
出
し
た
。

今
日
の
天
気
予
報
は
当
た
っ
た
も
の

だ
。
あ
と

一
〇
分
雨
の
降
り
出
し
が

遅
け
れ
ば
傘
を
さ
さ
ず
に
済
ん
だ
も

の
を
と
言
い
つ
つ
、
本
日
の
懇
親
会

場
で
あ
る

「大
黒
家
」
に
着
い
た
。

懇
親
会
の
み
の
参
加
者
を
含
め
て

一

四
名
。
い
か
に
も
下
町
ら
し
い
味
付

け
の
料
理
と
天
墾
羅
を
皆
で
味
わ
っ

た
。今
回
の
行
事
を
行
う
に
当
り
、
四

六
会
の
丸
山
氏
、
伊
藤
さ
ん
の
絶
大

な
ご
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添

え
る
と
と
も
に
、
両
氏
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
先

¨
森
　
雅
明

い
Ｐ
σ
”ヽ
いｏ
Ｏ
①
”
コ
，
６
のい
つ
Φ
」０
・

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
Ｔ
Ｘ

）

の
開
通
で
従
来
の
半
分
以
下
の
四
五

分
で
、
東
京
か
ら
つ
く
ば
へ
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
Ｔ
Ｘ
の
乗
車
体

験
も
兼
ね
て
、
関
東
の
名
山
で
あ
る

「筑
波
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
行
い

ま
し
た
。

各
自
の
体
力
に
応
じ
て
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
等
各
種
オ

プ
シ
ョ
ン
が
選
べ
る
よ
う
に
し
た
た

め
多
く
の
方
の
参
加

（
一
〇
名

）
を

得
、
快
適
な
秋
晴
れ
の
中
、
わ
い
わ

い
が
や
が
や
の
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ

に
な
り
ま
し
た
。

つ
つ
じ
ヶ
丘
か
ら
自
力
で
登
る
組

と
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
登
る
組
に
分
か

れ
、
女
体
山
へ
。
自
力
で
登
る
組
は
、

途
中
、
弁
慶
七
戻
り
、
ガ
マ
石
な
ど

の
奇
岩
怪
石
を
見
な
が
ら
の
ハ
イ
キ

ン
グ
で
し
た
。

Ｔ
Ｘ
開
通
前
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
で

も
混
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

登
山
道
は
数
珠
繋
ぎ
の
状
態
で
、
人

波
が
切
れ
る
こ
と
な
く
頂
上
ま
で
続

く
賑
わ
い
。
度
々
こ
の
山
に
来
て
い

る
人
の
話
で
は
、
こ
ん
な
混
雑
は
初

め
て
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

女
体
山
付
近
か
ら
の
稜
線
沿
い
の

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
緩
や
か
な
コ
ー
ス

で
歩
き
や
す
く
、
道
中
、
写
真
撮
影

や
会
話
な
ど
を
交
え
、
皆
も
満
足
げ
。

一
人
、
茶
屋
で
先
に
登
山
祝
い
を
挙

げ
て
既
に
陽
気
な
方
も
。

男
体
山
と
女
体
山
の
間
の
稜
線
沿

い
の
平
場
で
、
果
物
、
お
や
つ
、
漬

物
の
交
換
や
楽
し
い
昼
食
を
摂
り
、

ゆ
っ
た
り
と
付
近
を
散
策
。
男
体
山

か
ら
は
遥
か
富
士
山
、
丹
沢
、
赤
城
、

榛
名
の
山
々
を
眺
望
で
き
、
関
東
平

野
の
広
さ
を
実
感
。

下
山
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
降
り
る

組
、
自
力
で
降
り
る
組
に
別
れ
、
つ

く
ば
山
神
社
の
脇
に
再
集
合
し
、
散

策
や
写
真
撮
影
、
が
ま
の
油
売
り
の

国
上
を
楽
し
み
、
解
散
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、
時
間
と
体
力
を
持
て
余

し
て
い
る
？
　
メ
ン
バ
ー
で
、
筑
波

山
温
泉
の
日
帰
り
湯
に
入
り
、
露
天

風
呂
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
堪

能
し
、
湯
上
り
に
ち
ょ
っ
と

一
杯
、

更
に
つ
く
ば
市
内
で
う
ま
い
酒
と
焼

き
鳥
で
下
山
祝
い
を
し
、
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

連
絡
先
‥
小
野
塚
喜
代

一

〇
”
Ｏ
ＮＣ
″
”
‐ォ
⑥
ｏ〓
Ｏ
Ｑ
”
い・〇〇
」も

箱
根
駅
伝
応
援
同
好
会
で
は
、

季
も

「出
雲
」
「伊
勢
」
「箱
根
」
の 今

筑波山にて

自伝・創作・詩歌集等自費出版の編集

なみきみち社
代表 榎 本 真 一
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三
大
学
生
駅
伝
を
中
心
に
、
母
校
陸

上
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
選
手
を
熱
く

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
〇
月
八
日

（日
）
、
一
〇
月
九
日

（月

・
祝
）
出
雲
駅
伝

（全
日
本
大
学

選
抜
駅
伝
）
、　
一
一
月
四
日

（土
）
、

五
日

（日
）
と
伊
勢
駅
伝

（全
日
本

大
学
駅
伝
）
に
関
西
支
部
合
同
拡
大

幹
事
会

（京
都
）
と
応
援
ツ
ア
ー
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成

一
九
年

一
月
二
日

（火
）
、
三
日

（水
）
は

「箱
根
駅
伝
」

の
応
援
を
恒
例
の
大
平
台
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
に
て
行
う
予
定
で
す
。

「力
、
力
、
中
央
、
中
央
」
の
応
援

横
断
幕
は
今
や
私
た
ち
白
門
四
八
会

の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
会
員
諸
兄
、
諸

姉
の
奮

っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
研
究
協
議
会
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
大
使
館
の
報
道
文
化
担
当

官
ア
ッ
シ
ュ
リ
ン

・
ブ
レ
ー
デ
ン
氏

に
講
演
を
お
願
い
し
た
。
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い
国
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
、
主
に
、
歴
史
、
地

理
、
ジ
ェ
ー
ム
ス

。
ジ
ョ
イ
ス
を
初

め
と
し
た
文
学
談
義
、
さ
ら
に
は
、

教
育
制
度
等
を
中
心
に
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
参
加
者
か
ら
は
活
発
な
意

見
が
相
次
ぎ
、
近
年
に
な
い
白
熱
し

た
質
疑
応
答
が
続
き
、
と
て
も
充
実

し
た
研
究
協
議
会
と
な
っ
た
。
企
画

者
の

一
人
と
し
て
も
か
な
り
満
足
の

い
く
講
演
会
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
有
意
義
な

研
究
協
議
会
の
企
画
運
営
を
続
行
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一　

研
究
協
議
会
の
日
程

●
期
日
　
平
成

一
七
年

一
一
月

一

一
日

（金
）

●
会
場
　
千
葉
市
市
民
会
館

（千

葉
市
中
央
区
要
町

一
―

一
）

。
受
　
　
付
　
九
時
三
〇
分
～

一

〇
時

・
司
会
進
行
　
小
林
　
裕

（市
川

西
高
等
学
校
教
諭
）

①
挨
拶
　
一
〇
時
～

一
〇
時
三
〇
分

①
国
際
教
育
研
究
部
会
長

・
千
葉

県
立
旭
農
業
高
等
学
校
校
長

小
林
克
己
氏

②
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

東
京
国
際
セ
ン
タ
ー
連
携
促
進

チ
ー
ム
長
　
松
本
　
一淳
氏

③
県
教
育
庁
教
育
振
興
課
指
導
部

教
育
課
程
室
主
任
指
導
主
事

見
田
豊
茂
氏

②
講
演
　
一
〇
時
三
〇
分
～

一
二
時

司
会
進
行
　
小
林
　
裕

（市
川
西

高
等
学
校
教
諭
）

演

　

題

『ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

文
化
と
教
育
に
つ
い
て
』

講

　

師

ア
ッ
シ
ュ
リ
ン

・
ブ

レ
ー
デ
ン
氏

（ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大

使
館
報
道
文
化
担
当
官
）

一
一　
ま
と
め

今
回
の
研
究
協
議
会
で
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
大
使
館
の
ア
ッ
シ

ュ
リ

ン

・
ブ
レ
ー
デ
ン
氏
に
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
共
和
国
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
ブ
レ
ー
デ
ン
氏
は
元
Ｊ
Ｅ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
三
重
県
の

中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
経
験
も
あ

り
、
流
暢
な
日
本
語
の
講
演
で
好
評

を
博
し
た
。
そ
の
た
め
、
活
発
な
質

疑
が
続
き
充
実
し
た
研
究
協
議
の
場

と
な
っ
た
。
分
科
会
は
二
つ
で
、
Ａ

分
科
会
は
、
ト
フ
ル
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

清
田
氏
が
報
告
者
と
な
り
、
『留
学

後
の
進
路
の
現
状
と
課
題
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
留
学
後
の
留
学
生
の
Ａ

Ｏ
入
試
を
含
め
た
進
路
の
現
状
に
つ

い
て
、
ト
フ
ル
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
作
成
の

資
料
を
元
に
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
、
熱
心
な
質
疑
応
答

が
さ
れ
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
Ｂ
分
科
会
は
、
当
初
予
定

し
て
い
た
韓
国
の
方
の
都
合
が
悪
く

な
り
、
急
速
ネ
パ
ー
ル
人
の
ラ
ジ

ブ

・
シ
ュ
レ
ス
タ
氏
が

『国
際
理
解

教
育
に
つ
い
て
』
［外
国
人
留
学
生

の
見
た
日
本
の
異
文
化
理
解
教
育
］

と
い
う
題
で
報
告
さ
れ
、
そ
れ
に
つ

い
て
も
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
Ａ
分
科
会
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
の

中
村
氏
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
さ
れ
、

留
学
生
の
帰
国
後
の
現
状
に
つ
い
て

補
足
さ
れ
た
。
今
年
度
の
参
加
者
は

二
八
校
で
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
等
、
関
係
六
団

体
が
参
加
し
、
そ
の
他
、
三
省
堂
と

カ
シ
オ
計
算
器
の
出
店
が
あ
っ
た
。

一
八
年
度
は
、　
一
一
月
二
四
日

（金
）
、
天
台
ス
ポ
ー
ツ

。
セ
ン
タ
ー

で
研
究
協
議
会
開
催
の
予
定
。

国
際
交
流
同
好
会
会
長
　
小
林
裕

グ
ル
メ
は
ど
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

つ
い
て
回
る
の
で
、
最
近
特
別
な
活

動
は
実
施
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、

単
独
で
は
毎
年
恒
例
の
横
浜
中
華
街

グ
ル
メ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

横
浜
地
区
の
井
沢

・
水
野
両
幹
事
に

お
ま
か
せ
状
態
で
す
が
、
今
年
は
三

月
四
日
に
福
満
園
新
館
に
て
四
川

・

上
海
の
二
つ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

準
レ
ギ

ュ
ラ
ー
的
四
六
会
の
伊
藤

ご
夫
妻
に
も
ご
参
加
頂
き

一
三
名
で
、

ま
だ
肌
寒
い
夜
の
中
華
街
、
紹
興
酒

で
体

を
暖

め

つ

つ
、
目

玉

の
黒

チ

ヤ
ー

ハ
ン

（想

像

で
き

ま
す

か
？
）
や
四
川
の
辛
い
料
理
に
舌
鼓

み
を
う
ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
顔
を

真

っ
赤
に
し
て
ご
満
悦
の
様
子
で
し

た
。
グ
ル
メ
同
好
会
定
番
の
お
土
産

の
聘
珍
婁
甘
栗
も
忘
れ
ず
に

‥
。

最
近
グ
ル
メ
も
マ
ン
ネ
リ
と
お
叱

り
を
受
け
る
中
、
五
月
末
に
東
北
支

部
立
ち
上
げ
準
備
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
仙
台
で
は
東
京
特
Ａ
級
グ
ル
メ

に
値
す
る
よ
う
な
岩
牡
蠣
は
じ
め
マ

グ
ロ
、
ハ
マ
チ
、
う
に
、
帆
立
、
海

老

のけ

・
・
・
の
お
刺
身
が
ど
っ
さ

り
並
び
、
仙
台
支
部
の
三
澤
さ
ん
日

く

「
こ
こ
で
は
、
こ
れ
が
普
通
で
す

よ
」や
は
り
地
の
利
に
は
か
な
い
ま
せ

躙写真同好会鰈
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連絡先 :〒336 0̈931 埼玉県さいたま市緑区原山
2-5-12

tel.048…882-6254 fax.048… 882…6100

E―mail:r.a.brain@earth.ocn.ne.jp

鰤グルメ同好会鰈

代表 佐藤愛子

連絡先 :テ1920̈351東京都八王子市東中野228-1101

携帯拝電認::090-4098 7̈379
E一mail:alm̈ i mo.310.dm@amber.plala.or.jp



ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
時
々
地
方
に
遠

征
し
て
年
齢
的
に
も
量
よ
り
質
の
高

い
グ
ル
メ
志
向
を
め
ざ
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
早
速
で
す
が
、　
一

〇
月
に
松
島
で
グ
ル
メ
を
兼
ね
て
東

北
の
会
員
の
方
々
と
の
交
流
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん

ご

一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

同
幽
目
□

気
軽
な
花
見
で
ス
ト
レ
ス
解
消

三
森
　
孝
悦

（理
工
学
部
卒
）

四
月

一
日

（土
）
、
今
日
は
花
見
だ
。

み
ん
な
は
、
新
宿
か
ら
新
宿
湘
南
ラ

イ
ン
の
グ
リ
ー
ン
車
で
来
る
と
言
っ

て
い
た
な
、
そ
の
前
に
俺
は

一
足
先

に
娘
の
合
格
の
御
礼
で
鶴
岡
八
幡
様

に
御
参
り
し
て
逗
子
で
合
流
だ
。
天

気
は
い
い
し
さ
て
出
掛
け
よ
う
。

池
袋
か
ら
俺
も
新
宿
湘
南
ラ
イ
ン

の
グ
リ
ー
ン
車
で
　
ビ
ー
ル
で
も
飲

ん
で
ゆ
く
か
な
。
し
か
し
な
ん
だ
か

変
だ
な
、
混
ん
で
い
る
。
参

っ
た

な
―
　
全
然
グ
リ
ー
ン
車
の
人
は
降

り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
れ
は
御
参

り
前
に
ビ
ー
ル
だ
な
ん
て
考
え
て
い

た
か
ら
、
神
様
が
「だ
め
！
」
て
言
っ

て
い
る
の
か
も
。
ま
あ
我
慢
し
よ
う
。

や
っ
と
鎌
倉
に
着
い
た
け
ど
す
ご

い
人
だ
な
、
み
ん
な
花
見
か
な
。
後

か
ら
来
る
小
田
島
さ
ん
皆
の
グ
リ
ー

ン
車
の
座
席
確
保
し
て
お
く
と
言
っ

て
い
た
け
ど
、
大
丈
夫
だ
っ
た
か
な
。

さ
て
、
御
礼
の
御
参
り
も
し
た
し
、

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
逗
子
へ
行
く
か
。

待
て
よ
、
そ
の
前
に
つ
ま
み
と
昼
飯

を
買
っ
て
行
か
な
い
と
佐
藤
愛
ち
ゃ

ん
に

「な
に
や
っ
て
ん
の
」
と
言
わ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

小
町
通
り
で
買
い
集
め
た

「鎌
倉

ハ
ム
」
の
ハ
ム
、
「東
洋
食
肉
店
」
の

出
来
た
ば
っ
か
り
の

「ジ
ュ
ー
シ
ー

炭
火
焼
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
」
と
、
「相
模

屋
酒
店
」
で
買
Ｐ
た
湘
南
の
地
酒
。

み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
。

若
狭
さ
ん
、
や
は
り
地
元
だ
け

あ
っ
て
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
逗
子
駅

前
に
早
く
来
て
い
る
な
。
み
ん
な
も

到
着
し
た
け
ど
、
な
ん
だ
堀
井
さ
ん
、

小
田
さ
ん
、
小
田
島
さ
ん
、
清
水
さ

ん
、
吉
沢
さ
ん
も
佐
藤
愛
ち
ゃ
ん
も

車
中
で
飲
ん
で
、
出
来
上
が
っ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
か
、
大
丈
夫
か
な
こ
れ

か
ら
行
く
披
露
山
公
園
の
花
見
会
場

ま
で
歩
け
る
か
な
、
結
構
な
坂
道
も

あ
る
し

・
・
・
・
・

披
露
山
公
園
は
相
模
湾
も
見
え
て

良
い
場
所
で
す
ね
。

し
か
し
、
こ
う
や
っ
て
四
八
会
の

メ
ン
バ
ー
で
の
花
見
は
気
楽
で
楽
し

い
も
の
だ
。
ま
た
先
輩
の
伊
藤
さ
ん

ご
夫
妻
の
手
弁
当
も
上
手
い
し
。
去

年
の
屋
形
船
花
見
も
良
か
っ
た
け
れ

ど
外
だ
と
天
気
も
い
い
し
、
気
持
ち

い
い
ね
。

葉
山
寮
は
葉
山
の

「日
影
茶
屋
」

の
近
く
で
昭
和
初
期
建
築
の
建
物
は

な
か
な
か
落
ち
着
き
が
あ
っ
て
渋
く

良
い
感
じ
だ
。
小
林
さ
ん
、
坂
本
さ

ん
、
中
島
さ
ん
、
菊
田
さ
ん
、
石
坂

さ
ん
も
加
わ
っ
て
の
懇
親
会
は
ま
た

こ
れ
楽
し
い
。
同
世
代
は
本
当
に
気

楽
。
風
呂
に
み
ん
な
で
浸
か
っ
て
オ

ヤ
ス
ミ
だ
―
　
楽
し
い
集
ま
り
は
ス

ト
レ
ス
解
消
―

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
四
八
会
メ

ン
バ
ー
と
の
お
付
き
合
い
は
末
永
く

続
い
て
ゆ
く
の
だ
か
ら
、
楽
し
く
過

ご
す
機
会
を
増
や
し
て
皆
さ
ん
に

も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

赤
い
糸
で
結
ば
れ
た
四
八
会
と
の
絆

今
回
の
総
会
で
副
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
。
八
年
間
築
き
あ
げ
て
き
た

親
し
み
の
あ
る
、
温
か
く
郷
愁
を
感

じ
さ
せ
る
白
門
四
八
会
の
運
営
に
、

微
力
で
は
ご
さ
い
ま
す
が

一
生
懸
命

協
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
八
会
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、

次
に
紹
介
し
ま
す
二
人
と
の
赤
い
糸

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
深
い
絆
に
結
ば

れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一
人
は
今
度
三
度
目
の
幹
事
長
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
横
田
さ
ん

で
す
。
九
年
前
現
在
の
四
八
会
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
の
横
田
さ
ん
の
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、　
一
五
名
程
が
御
徒

町
の
寿
司
屋
に
集
ま
っ
て
、
卒
業
以

来
初
め
て
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
そ
の
時
既
に
四
八
会
の
設

立
に
若
干
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

も
う

一
人
は
堀
井
現
会
長
で
す
。

三
二
年
前
ブ
ラ
ジ
ル

・
サ
ン
パ
ウ
ロ

駐
在
員
生
活
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
あ

る
人
か
ら

「ど
て
も
面
倒
見
の
い
い

人
が
い
る
か
ら
紹
介
し
て
や
る
よ
」

と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
場
末
の
バ
ー

で
堀
井
さ
ん
に
初
め
て
会
い
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
飲
み
屋
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ゴ
ル
フ
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
等
々
あ

ち
ら
こ
ち
ら
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
若
く
て
美
人
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
先
生
ま
で
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
地
で

一
年
半
ぐ
ら

い

一
緒
で
し
た
が
、
こ
の
間

「堀
井

さ
ん
は
中
大
理
工
学
部
出
身
で

一
年

先
輩
。
そ
し
て
不
思
議
と
馬
が
合
う

先
輩
」
と
い
う
意
識
で
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
八
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
と
き
に
名
簿
を
み
る
と
、

驚
い
た
こ
と
に
堀
井
さ
ん
の
名
前
が

工
学
部
に
あ
り
ま
し
た
。
「何
だ
、

や
っ
ぱ
り
赤
い
糸
で
繋
が
っ
て
い
た

の
だ
な
あ
」
と
、
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
私
に
と
っ
て
因
縁
の

あ
る
白
門
四
八
会
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
、
精
一
杯
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

曾菊
蘇些
0 貞6

躙ノヽイキング同好会輻

代表 小野塚喜代一

連絡先 :〒302-0102 茨城県守谷市松前台7-18-l]
tel.02974̈5-8457 fax.0297-45-8457
E r̈nail:onozuka―k@chodai.co.jp

隋温泉同好会塚
楽しい温泉同好会 ! 次回は 11月 or1 2月

に日帰 りで開催します !

代表 三森孝悦

連絡先 :〒3591142 所沢市上新井 942-29
携帯響電話 :090…3003-2817
E―mail:taka@pc¨ space.com



会費納入についてのお願い

中央大学白門48会会計担当

会員の皆様には 「白門48会 」の活動に格別のご高配をいただ

き、厚く御礼申し上げます。

さて、会の運営は会員の皆様の会費によってまかなわれてお

ります。 会費は、年会費 3,000円 です。3年 あるいは 5年 分

を一括納入いただいた場合には、割引措置があります。

当会も会設立から6年 目に入り、設立当初 3年分の会費を一

括納入いただいた方々には、一昨年からあらためて会費のご納

入のお願いをしております。

会運営の安定化のため、既会員で会費未納の方には、是非、

この機会に同封の郵便振替用紙により会費のご納入をお願いし

ます。

なお、長期の会費未納の方につきましては、今回ご納入いた

だいた会費は、2004年 度会費の納入の取り扱いをいたします。

銀行振込ご利用の場合は、下記までにお振り込み願います。

三井住友銀行 阿佐ケ谷北支店 普通預金 7459559

「白門 48会  会計 国領義男」。、クモンヨンハチカイカイケイコクリョウヨシオ)

【白門 48会 連絡先】

住所 。勤務先変更、新規会員紹介、同好会活動、お問い合せ等、

何でもご連絡下さい。

白門 48会 幹事長 横田利久

中央大学経理部

1920393 八王子市東中野742-1

TEL 042-674-2174 fax 042-674-2178

Emdl iけ u@tamas chuo u acjp

S D E C
SPACE DEVELOPMENT CONSULTING

株式壬識エスディック

佐

動産コ‐
〒151つ051東京都渋谷区千駄ヶ谷5丁 目16番14号フコー代々木 ビル5F

TFL:03‐3351‐6351(代表)FAX:03‐ 3351-6362 携帯 :090‐3516‐2735

[URL [E■●]Satoの sdcc‐●or00ration io

代表取締役

目土交通大臣認定 不

〇
不動産自日会

豊
(2)第 1529号録豊能技

藤

テイングサ

株式会社デイスカノヾリー

～企画 ・編集から物流まで～

代表取締役 島  崎

〒1010064東 京都千代田区猿楽町1-3-5
TEL 03‐3295-3060 さヽ X.03-3295-3069
e―maili eagle@wdiscovery com

●
第
四
五
回
幹
事
会

二
〇
〇
五
年
四
月

一
二
日

（火
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
三
五
号
室

●
第
四
六
回
幹
事
会

二
〇
〇
五
年
五
月

一
二
日

（木
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
二
五
号
室

●
二
役
会

。
第
四
七
回
幹
事
会

二
〇
〇
五
年
六
月
二
日

（金
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
三
五
号
室

●
第
七
回
総
会

・
懇
親
会

二
〇
〇
五
年
六
月

一
二
日

（日
）

京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
四
七
階
会
議
場

●
二
役
会

二
〇
〇
五
年
六
月
二
四
日

（金
）

中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
　
レ
ス
ト

ラ
ン
プ
リ
オ
ー
ル

●
第
四
八
回
幹
事
会

二
〇
〇
五
年
七
月

一
二
日

（火
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
二
五

●
臨
時
幹
事
会

二
〇
〇
五
年
九
月
二
六
日

（月
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
二
五
号
室

●
第

一
六
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー

二
〇
〇
五
年

一
〇
月
二
三
日

（日
）

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

●
第
五
〇
回
幹
事
会

・
忘
年
会

二
〇
〇
五
年

一
二
月

一
二
日

（月
）

両
国
ビ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
新
年
会

二
〇
〇
六
年

一
月

一
二
日

（木
）

中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

●
第
五

一
回
幹
事
会

二
〇
〇
六
年
二
月

一
一
日

（土
）

中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号

館

一
二
三
五
号
室

,

P 警 口法律 事務 所

弁 護 士 浅 野 秀 樹

〒8100023 石岡市ヤ央区警国2丁 目12番 12号

警口九ビル 2階
TEL (092) 724-7600番
FAX (092) 724-7575番

ビジネスにプライベートに最適な国際電話サービス登劇易!

量墓墨t(鋼〕務輻
日短テレコム 堀丼まで
9:00-17:00(土 日祝日、年末年始を除く)
TEL:03‐3246-1208 FAX:03‐ 3246-1461
E―mail:rep@ntttan‐telecom com ip


